
ＩＣＴ活⽤⼯事（各⼯種毎）における出来形管理⼿法と積算⽅法 別表４

空中写真測量
（無⼈航空機）
を⽤いた出来形

管理

地上型レーザー
スキャナーを⽤
いた出来形管理

無⼈航空機搭載
型レーザース
キャナーを⽤い
た出来形管理

地上移動体搭載
型レーザース
キャナーを⽤い
た出来形管理

ＴＳ等光波⽅式
を⽤いた出来形

管理

ＴＳ（ノンプリ
ズム⽅式）を⽤
いた出来形管理

ＲＴＫ-ＧＮＳ
Ｓを⽤いた出来

形管理

施⼯履歴データ
を⽤いた出来形

管理

地上写真測量を
⽤いた出来形管

理

モバイル端末を
⽤いた出来形管

理

⾳響測深機器を
⽤いた出来形管

理

その他の３次元
計測技術を⽤い
た出来形管理
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- - - - - - -
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
○ ○

○ ○ ○ ○
○ ○

○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

【注意事項】
 ○補正係数等の費⽤計上対象となる出来形管理：3次元座標値を⾯的に取得する機器を⽤いた出来形管理及び3次元データ納品を⾏った場合

○      ：補正係数等の費⽤計上対象出来形管理
○      ：⾯管理を実施した場合、補正係数等の費⽤計上対象とする
○着⾊以外の⼯種及び⾚枠以外の出来形管理を⾏った場合は、いかなる事由があっても補正係数等の費⽤計上はできません
○⼟⼯1000㎥未満について、３次元座標値を⾯的に取得する機器を⽤いた出来形管理を実施した場合補正係数費⽤計上の対象とはせず、
 ⾒積により適正額を積み上げるものとする。なお、モバイル端末を⽤いた出来形管理についても同様とする。

地盤改良⼯

ＩＣＴ活⽤⼯種

ＩＣＴ活⽤⼯事
積算要領名称

３次元出来形管理等の施⼯管理

⼟⼯
作業⼟⼯（床掘）
⼟⼯（1,000ｍ3未満）
⼩規模⼟⼯
法⾯⼯
付帯構造物設置⼯

構造物⼯（橋脚・橋台）

基礎⼯
河川浚渫
河床等掘削
舗装⼯
舗装⼯（修繕⼯）
構造物⼯（橋梁上部）
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